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Ⅰ．目的
本研究は、補完・代替療法の指圧の技術を確立するための基礎的研究として、まず慢性的に肩こりのある壮年期の健康者に強弱の異なる指圧を行い、その効果を検証することを目的とする。
Ⅱ．方法
研究デザインは準実験研究。研究対象は、同意が得られた肩こりのある健康女性16名（51.7±7.8歳）を被験者とした。研究者は腹臥位の被験者の頭側に立ち、頸部から肩の片側4ヶ所のツボ（てんちゅう、ふうち、けんせい、けんちゅうゆ）への指圧を両側に、強度圧5205.2±78.3gf / cm2、軽度圧3523.8±15.2 gf / cm2を保持し、異なる日に指圧の種類を変えて実施した。指圧効果の評価指標には、血圧、筋硬度、心電図（心拍変動）、POMS短縮版、肩こりの程度（VAS）を用いた。 
Ⅲ．倫理的配慮
本研究は○○病院の倫理委員会の承認を得て行った。
Ⅳ．結果 
指圧の強弱の違いによる効果を各評価指標で比較すると、両者ともに実施中、終了後の血圧、筋硬度には顕著な変化はなかったものの、実施中の心拍数に減少、交感神経活性の低下に、それぞれ有意に認められた（P ＜.05）。さらに、強度圧では実施中に副交感神経活性が一旦低下した後わずかに上昇し、終了後にPOMSの「活気」の評点と肩こり度の低下が、それぞれ有意に認められた（P＜.05）。それに対して、軽度圧では実施中から終了後まで副交感神経活性が漸次上昇したが、終了後には肩こり度の有意な低下は認められず、POMSの抑うつ‐落ち込み、怒り‐敵意、混乱の評点がそれぞれ有意に上昇した（P＜.05）。 
Ⅴ．考察
[bookmark: _GoBack]今回の研究では、圧の強さだけを替えたツボの指圧・マッサージの心地よさの効果をみるために、肩こりのある壮年期の健康女性に行った指圧・マッサージが生体にもたらす影響について比較検討した。その結果、それぞれの指圧・マッサージについて主観的、客観的な評価をもとに比較すると、強度圧と軽度圧では肩こりをほぐす効果で異なる結果が示された。したがって、両者の指圧・マッサージ効果を生理反応と主観的評価から判断すると、強度圧のほうが軽度圧に比べ痛気持ちよさがあり、若干ながら肩こりをほぐす効果に優れていることがわかった。 
Ⅵ．結論
強度圧と軽度圧の指圧効果を生理反応と主観的評価から総合的に判断すると、顕著な差はなかったが強度圧のほうが軽度圧に比べ、若干ながら肩こりをほぐす効果に優れていることが明らかになった。
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